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改革開放後の新語における比聡的用法
一日中同形語“新干銭円（新幹線）小考一

赤平恵里

1. はじめに

改革開放以来、中国の著しい経済成長がいわれ続けて久しい。それに

伴う人々の生活・観念などの社会変化により、言語も日々確実に変化し

ている。

書店へ足を運べば、新語辞典が幾冊も並べられている光景を自にする

が、実際、 1987年から 2004年までで 55冊以上もの新語関連の辞典が出

版されている。これはそれだけ多くの新語がうまれていることを物語っ

ており、新語の研究は現代中国語の現状さらには中国社会を知る近道と

いえる。

我々日本人が中国語に触れる際、日中両国語で同様の表記をする語、

すなわち日中同形語は、同形であるからといって意味・用法も同じとは

限らず、便利なようで厄介な存在である。日中同形語については、今日

まで様々な研究がなされ、既に大きな成果があげられているが、新語に

限定した研究はまだ多くは進められていないようである。近年、この同

形語の中の“新干銭円（新幹線）という言葉、日本の高速鉄道「新幹線」

が、中国語の中で乗り物としての「新幹線」とは別の意味で比聡的に用

いられていることが指摘されている l。比聡とは、その語のイメージを如

実に表すものであり、その国の言語文化を知るのに最適なものである。

そこで、本稿では、新語の中の日中同形語で比聡的語義をもった語、“新

(128) -141-



干銭円に焦点をあて、新聞などの使用例から比聡的語義の出現時期・誕

生背景や用法を検討し、中国語新語の実態と社会文化的背景について考

えていきたい。

2. 日中同形語と新語

本題に入る前に簡単で、はあるが、日中同形語と新語の定義について触

れておく。

日中同形語とは、“人脈”（人脈）・“量販店”（量販店）など文字通り日

本語と中国語で同形の語を指す。その際、簡体字・繁体字といった漢字

の字体の違いは問題にせず、全て同形語として扱う。

新語の定義については諸氏で見解が異なる2が、①「今までになく新た

にうまれた語〔“物活”（物語）など〕」・②「新語義または新用法のうま

れた語〔“充屯”（充電）など〕」・③「近年復活した古語〔“公条員”（公

務員）など〕」を一般に指す。管見の限りでは、大半の学者がこの説を支

持しており、近年の新語辞典もこの見方から編集されている。また、日

本語学でもこの観点から新語を捉えている 3 ょうであるので、本稿では改

革開放後、 1978 年 12月以降何らかの変化が生じた語、つまり上述の①・

②・③全てを新語とする。

3. 新語における比除的語義

一部の調査によれば、比日食的語義の派生した新語はさほど多くはない

ようである4。しかし、挑汲銘《新河浩・社会－文化》や栃隼《双浩新

河i吾研究》といった新語の専著では、比日命的語義の派生した語について

必ず触れており 5、軽視できない特徴のーっといえる。

この比験的語義のうまれた語は、日中同形語からみても捨て置くこと

のできないものである。筆者が新語辞典6から日中同形語を収集し、日中

の語義の相違による分類を行った結果、「新語の語義が日本語と異なる場

合は、もともと日本語と同じ意味があったが、新たに違う意味をもつよ

うになったものが多い。かつ、その新語義は比験的な意味であることが
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多い。」ということが明らかになった。実例を以下にあげる。

＜例＞包装

商品に上包みをかけること。〔日中共通語義〕

→〔新語義〕人や事物を美化し、吸引力、商品価値を高めさ

せること。

新生代

地質年代のもっとも新しい時代。〔日中共通語義〕

→〔新語義〕新たに出現した実力のある、特徴ある若者。新

たに出現した事物を表すこともある。

この他にも、“涼点”・＂登景”・“副作用”・“高地”・“猫”・“免疫力”・“脱

帽”・＂学費”・“眼球”・＂余熱”など多くの語がそのような特徴を備えて

いる。

改革開放後の社会変化を受けて新語義のうまれたこれらの語は、世相

をよく表している。したがって、こういった語を深く理解することは、

日本と異なる中国の言語文化・社会背景の理解にもつながり、意義のあ

ることにちがいない。次に“新干銭円一語に絞り、比日食的語義のうまれ

た語に対し考察を続ける。

4. “新干銭円

“新干銭円は周知のごとく 1964年に開通した日本が誇る高速鉄道で

あり、「新干銭，日本的高速鉄路，汗始是寺名。日 i吾音方 shin四kansen。

（新幹線、日本の高速鉄道で、初めは固有名詞であった。日本語での発音

は shin-kansen である。） 7」というように日本語からの外来語である。日

本語にはない比聡的語義について、一部の新語辞典Bでは、以下のように

述べている。
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匿王璽原指新的鉄路、公路主干銭。比愉径済文化等方面建波的最

快消息。来白日活。

もともとは新しい鉄道、道路の主な幹線を指す。経済文化

などの方面の最も速い情報をたとえていう。日本語からき

たものである。

「経済文化などの方面の最も速い情報」とは具体的にはいかなるもの

で、これ以外に用法はないのだろうか。以下、用例をあげ、この語義に

ついて検証する。

4-1. 語義の増加

“新干銭円の語義について他の辞典により詳しい説明がないのだろう

か。現時点では、新語辞典などではない、一般的な中国語辞典には、“干

銭”は収録されていても“新干銭円は収録されていないようである九

“干銭円という語も日本語の「幹線」からきたようだが 10、この語は、

下記の例をみればわかるように

－匡亙交通銭、屯銭、輸送管（水管、輸油管之美）等的主要路銭（眼

“支銭円相対）。（《現代決i吾i司典》第 5版 II)

交通線、電線、輸送管（水道管、油送管の類）などの主要

な道筋（「支線J と相対する）。

－匿薗〔鉄道・道路・電話などで〕主要地点を結ぶ、大切な線。本

線。「新一・一道路J 日支線（『新明解国語辞典』 12)

と日本語の「幹線J と同じように用いられている。

そもそも新幹線は、「東海道新幹線が語源 13」であり、在来の東海道・

山陽本線と別に設けられた路線である。つまり、「新しい幹線をヲ｜く j と

ころからついた名で、「日本の在来線に代わる新しい幹線鉄道路線の総

称 14」とあるように「新しい幹線」という意味が列車自体の意味へと定
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着していったものと考えられる。

このため、いわゆる乗り物の「新幹線J が出現する以前は専ら「新し

い幹線」の意味で使われている。

つまり、“新干技”の語義は大別すると、①「新しい幹線上②「新幹

線上③「比験的語義J の 3つに分けられるわけだが、③はいつ頃出現し、

どの程度使用されているのだろうか。 1946 ～ 2005年の《人民日披》15 の

“新干銭円の使用例を①・②・③の意味ごとに分類し、その意味の変遷を

みてみよう。なお、比聡には、「その表現の文字どおりの意味を否定する

意識，あるものを他にたとえようとする修辞意識があるかどうかはっき

りしない場合 1りがある。この比聡のもつ暖昧性により①か③かの区別

が中国語母語話者にとっても難しいものが一部あった。他の資料をあた

りできる限り正確に分類したが、人によってはこの結果に多少違いがで

てくる可能性もあることを申し添えておく。

表 1 （次頁上）から明らかなように新幹線が開通する以前、 1946 ～

1960年は①「新しい幹線」の意味で使われている。（I）がその一例であ

る。（以下、太字強調は筆者）

(1) 新建的道路一共有六十一条。其中包括自西宜汀到願和国長迭十

一公里的新干銭。（《人民日披》 1953.6.1)

新たに建設する道路は全部で61 本ある。その中には西直門から

願和固までの長さ llkm に及ぶ新しい幹線も含まれている。

文脈から、新設の道路の一幹線を“新干銭円で表現していることが明

らかである。これは《人民日披》における“新干銭円の初出の例である。

同紙では、 1964年に新幹線が登場しているにもかかわらず、（1) の用例

から時を隔てて 20年ほどしてようやく、日本語と同義の②「新幹線」で

の使用例が出現する。
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表 1. 《人民日披》（1946-2005) 表 2. 《人民日披》（1996-2005)
の使用例 の使用例

新しい幹線 新幹線 比日食 新しい幹線 新幹線 比日食

1946-1950 。 。 。 1996 。 9 。

1951-1960 9 。 。 1997 3 9 。

1961-1970 。 。 。 1998 。 8 。

1971-1980 4 26 。 1999 2 8 

1981-1990 6 40 。 2000 2 7 4 

1991-2000 14 79 6 2001 3 2 

2001-2005 8 29 7 2002 2 6 。

2003 3 8 。

2004 2 7 

2005 。 5 4 

(2）日本全国各地的国膏鉄路主要干銭，除了十則新干銭之タ卜，都挙

行了二十四肘塁工。（《人民日披》 1976.3.23)

日本全国各地の国営鉄道の主要幹線は個々の新幹線を除いてみ

な 24時間ストライキを行った。

(2）の用例が出た後、つまり 1976年以降は、②「新幹線」の意味で用

いられることが2005年まで一貫して多くなっている。 1994年あたりから

は③「比聡的語義J でも使われるようになり、①「新しい幹線J の意味

と同じぐらいの割合で用いられている。（3）が当該紙における初出の例

である。

(3）正因方信息高速公路有迭仏大的作用， 1993 年 9 月，美国提出用

20年肘阿，投資4000聞5000イ乙美元，建設信息高速公路的i十刻，

同年，欧共体宣布投資 1500イ乙欧元建没“欧洲信息空間ぺ 日本

宣布投資9500万美元研究“信息流通新干銭ぺ……。（《人民日

披》 1994.7.18)

情報スーパーハイウェイにこのような大きな効果があるのをう
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け、 1993 年 9月、米国は 20年の時間をかけて 4000 ～ 5000億ド

ルを投資し、情報スーパーハイウェイを建設する計画をうちだ

した。同年、 EU は 1500億ユーロを投じて「汎欧州ネットワー

ク J を建設することを発表し、日本は 9500万ドルを投じて「情

報スーパーエクスプレス」を研究することを明らかにしたー…・。

このような③「比験的語義」での使用例はまだ少ないが、表2の 2005年

だけをみると、②「新幹線」の意味での使用例の数とさほど変わらない。

「言語は社会を反映する」とはよくいわれるが、この使用例からみた

意味の変遷の結果は、日中の言語交流と社会背景を知実に表している。

日中の言語交流史を簡単に追う。

日本と中国の交流の歴史は日本人誕生の時から始まっているといわれ

るほど古い。尤も近代（19世紀末）以前は、日本が中国から先進文化を

取り入れるという単一方向の交流であり、言語の交流もほぼ中国語語棄

が日本語語棄に取り入れられるという一方向であった。

しかし、近代になると、この交流の流れは逆転する。中国は日清戦争

(1894 ～ 1895年）での敗北を機に日本から科学技術を学ぶようになり、

技術とともに日本語から大量の外来語が伝わるようになる。

けれども、この流れも長くは続かない。 1949年、中国共産党の新政権

樹立後、中国はソ連との結びつきが強まり、欧米とは対立関係に陥る。

そのため、日本との関係も疎遠になり、交流が途絶えることとなる。そ

の後、 1970年代の日中国交正常化・文化大革命の終結、改草開放の対外

開放政策で、再び日本語からの外来語が取り入れられるようになるので

ある。

つまり、「新幹線J が 1964年に開通しているにもかかわらず、 10年以

上の時を経てようやく《人民日披》に掲載されるのは、日中の言語交流

そのものが途絶えていたからなのである。②「新幹線J での使用例が一

気に増えた 1970年代以降、具体的にいえば 1976年以降は、日中国交正

常化（1972年）・文化大革命の終結（1976年）・改革開放（1978年）の時
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期であり、言語交流が回復した時期と重なっている。改革開放の次に経

済発展の節目となったのが、 1992年の南巡講話である。これにより、社

会主義市場経済がうまれ、以降経済成長率も大幅に伸びてきているわけ

だが 17、 90年代以降③「比聡的語義」で用いられるようになった背景は、

こうして経済成長を遂げ、サービスの質の向上にも目を向けるようにな

り、迅速化・効率化に力をいれるようになったためであろう。

さて、意味の変遷についてはこの《人民日披》一紙の 60年間の記事か

ら理解できるが、③「比聡的語義」での使用頻度については、同紙にお

いて話題にならないだけという可能性もあり、これだけでは不十分で、あ

る。そこでさらに他紙における③「比験的語義」での使用件数を調査し

た。

表 3. 《文re披》の使用例

目新しい幹線｜ 新幹線 | 比聡

2005.1.1-12.31 7 12 

表 4. 《人民日披披系》の使用例

目新しい幹線｜ 新幹線 | 比聡

2005.1.1-12.31 3 I 34 32 

《文tc披》18 2005年 1 月 1 日～ 12 月 31 日の記事の検索結果は表3 の通り

である。こちらでは《人民日披》とは異なり、②「新幹線」の意味より

も③「比験的語義」での使用が多いことがわかる。

《人民日披》を除いた《人民日披披系》19 の 2005 年 1 月 1 日～ 12 月 31

日の検索結果では、表4のように《人民日披》と同様②「新幹線J と③

「比験的語義」がほぼ同じ割合で用いられている。

このように各紙でずれはあるものの、“新干銭円が近年比聡的な意味

で用いられているということは確認できる。

以上から、“新干銭円は①「新しい幹線」・②「新幹線」・③「比聡的語

義」の順に語義がうまれ、現在は 3つの共存状態にあるといえる。

4
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4-2. 新幹線の話題性

4-1 の《人民日披》・《人民日披披系》での調査結果において②「新幹

線J の意味で用いられている例が多数あったが、その中で多く目につい

たのが、中国の要人の日本訪問や日本旅行に関する記事での「新幹線に

乗って移動した」という記載である。一移動手段にすぎない「新幹線」

を具体名をあげてわざわざ明記するのは興味深い。「新幹線」に対する特

別の思い入れがあるのだろうか。

外国人の日本観光の目的は、富士山・桜・新幹線だという。中国人の

場合はどうだろう。ここに中国人の「新幹線J に対する見方を知ること

のできる資料がある。『中国消費者の生活実態ーサーチナ中国白書2005

～ 2006-J20 によれば、海外旅行に行きたい国として日本をあげた 575 人

を対象にしたアンケートで、日本でやってみたいこととして「新幹線に

乗る J を回答した人は 63.65% にのぼるという。さらに北京の男性のみ

に対象を限定すると、新幹線に乗りたいという人は 100% にまで増える。

これをみる限り、「新幹線」が日本といえば連想されるもので、なおかつ

好印象のものであるようである。

または）は東京について述べた記事ではあるが、ここからも日本に対

するイメージとして新幹線が思い浮かぶことが窺える。

(4）説起京京，人ff] 自然会朕想到高金人云的摩天大楼，四通八述的

地扶，穿様子地上的新干銭，行色勿勿的上班族。（《耳、球吋披》

2004.4.2) 

東京といえば、空高くそびえたつ摩天楼、四通八達の地下鉄、

地上を頻繁に行きかう新幹線、出勤でせわしいサラリーマンを

自ずと連想するだろう。

それにしても“新干銭円という言葉に本家本元の日本にはない比験的

な意味がうまれ、様々なところで使われているのは、日本人の語感から

すると些か妙である。高速鉄道は他にもあるのになぜあえて「新幹線J
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なのか。高速鉄道に関する記事をあげてみる。（5）は世界各国の高速鉄

道について述べている文章である。

(5）目前，除法国的高速鉄路タ卜，述有日本的新干銭、徳国的城豚快

卒、意大利的高速鉄路銭在返行。（《人民日披》 1995.1.20)

目下、フランスの高速鉄道以外には、日本の新幹線、ドイツの

都市特急、イタリアの高速鉄道が運行されている。

ここでの“法国的高速鉄路押（フランスの高速鉄道）はTGV、“徳国的

城隠快ギ’（ドイツの都市特急）はICE、“意大利的高速鉄路”（イタリア

の高速鉄道）はペンドリーノを指していると考えられるが、具体的な鉄

道名は言及されておらず、日本の新幹線のみ原語のまま使用されている。

これは、他国の電車名がローマ字表記で意味が伝わりにくいのに比べ、

日本の列車「新幹線」は、漢字表記であるのでわかりやすく問題なく用

いることができるためであろう。また、日本の「新幹線」がよく知られ

ているということも暗示している。

さて、（5）に記載されているように高速鉄道として世界的に有名なも

のとしては、フランスのTGV、ドイツのICEがある。新幹線と比べ、こ

れらはどれくらい話題になっているのだろうか。 TGVが 1981 年、 ICEが

1991 年に開通しているので、そのあたりの年から 2005年までの《人民日

披》を用い、記事件数を調査した。ここでは鉄道としての話題性をみる

ため、新幹線については②「新幹線」の意味で用いられているもののみ

を対象とした。

表 5. 《人民日披》における世界の鉄道の使用例

新幹線 TGV ICE 

1987-1989 5 4 

1990-1992 15 。 。

1993-1995 28 2 2 

1996-2005 70 6 

吋
ん

今
、
】
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表5 から、 TGV ·ICE と比較して、新幹線が圧倒的に多く話題にのぼ

っていることは一目瞭然である。この中には、前述したように中国の要

人が日本を訪問した際に新幹線に乗った記事などもあり、日本と中国が

隣国同士で交流が多いということも当然関係するだろう。しかし、それ

を考慮しでも他の高速鉄道に比べ、新幹線が話題になりやすいというこ

とは確認できる。話題にのぼればのぼるほど認知度も高くなる。比聡は、

「物事を説明するとき、相手のよく知っている物事を借りてきて、それに

なぞらえて表現すること。21」である。したがって、比聡的語義がうまれ

るには、もとの意味が定着しており、知られていることが条件であるが、

こうした「新幹線」の話題性・認知度の高さが比聡的語義の誕生の一要

因であろう。

4-3. 新幹線のイメ｝ジと比除的語義

“新干銭円の比聡的語義は、冒頭にあげた辞典によれば、いわゆる高

速鉄道の「新幹線」から派生している。日本の「新幹線」のもつイメー

ジを探り、それが比除的語義の誕生にどうつながっているのかを明らか

にしたい。次にあげる（6）～（IO）は高速鉄道の「新幹線」に関する感想、

などを述べている。（以下、下線強調は筆者）

(138) 

(6）逮一次，我碗感到日本人的市奏太快，有点像新干銭、像地下鉄

道姑里的人群，休追我走t, 7'J 了拾吋向却使人忘i己吋向，

（《曹関全集》22)

今回、私は確かに日本人の生活リズムは速いと思った。それは

些か新幹線に似ており、また地下鉄の駅構内の人の流れのよう

に追い抜いたり追い抜かれたり、一刻を争うためにかえって人

に時を忘れさせるようだ…・－。

(7）中国人対日本屯芋最熟悉的莫辻子“新干銭円了，逮条貫穿日本

列島的主要軌道交通干銭，由子高速、安全和音造，在世界上享
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有彼好的声誉。（国豚在銭一世界新聞披2005年 3 月 1 日第 203 期）

中国人が最もよく知っている日本の電車といえば「新幹線」で

ある。この日本列島を貫く主要な軌道の交通幹線はその速さ、

安全性、快適さにより、世界においてすばらしい評判を得てい

る。

(8）年前去日本，坐了越新干銭。官的快捷、平穏、固然令人感収，但

更i上我想不到的是官的廊所……。（《人民日披》 2003.1.25)

昨年日本に行き、新幹線に乗った。その速さ、静かさにはもと

より感嘆させられたが、それより意外だ、ったのはトイレである

(9）就滋乗新干銭火卒H巴。 10年前我乗辻，覚得快捷、准点、安全、

辞透。（《人民日披》 2003.8.22)

新幹線については、 10年前に乗ったことがあるが、速くて、時

間通りで、安全、快適だと d思った。

(10）在前往京都坊｜司吋郊小平迩寺n乗坐了新干銭列卒。在丸速的列

卒上，陪同人員｜司郊小平的感受，他爽快地回答説，速度快，満

骨造，干什仏事都要有速度的！ （《人民日披》 2003.10.31)

京都訪問に向かう際、都小平はわざわざ新幹線にも乗った。飛

ぶように速い列車内で、随行員が都小平に感想、を訊くと、彼は

はっきりと答えた。「速度が速く、なかなか快適だ。何をやるに

もスピードが必要だよ。」

下線部が「新幹線J のイメージである。下線部を参考にし、中国にお

ける「新幹線」のイメージをまとめると、「速い」・「時間に正確J .「安

全J .「快適J .「静かJ であり、とくに「速い」というイメージが強いよ

うである。こういったイメージが比聡的語義にどのように反映されてい
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るのか。“新干銭円の使用範囲ごとに例をあげ、比聡的語義に隠されたイ

メージを検討する。

＠サービス名

(11) “服秀新干銭円是借用日本“新干銭円高速列卒的概念，突出一

十“快”宇，即対願客的要求迅速反座、快速行功。（《四川日披》

2003.9.24) 

「サービス新幹線」は日本の「新幹線J 高速鉄道の概念を借り、

「速い」ということを際立たせ、顧客の要望に迅速に応え、素早

く行動するのだ。

＠学校名

(12）法律新干銭

新干銭，新理想。……我｛［］的理想是：搭乗法律新干銭的快卒，在

法律肘空的通道迅飽！ (http://www.lawhighway.net/ 2006.1.5) 

法律新幹線

新幹線、新理想。……我々の理想は法律新幹線の特急に乗り、

法律の時間と空間の街道を素早く走りぬけることだ！

＠企業名

(140) 

(13）大連新干銭旅行社以“新理念、新創造、新境界”方企~精神，

以“大連新干銭，旅瀞直通卒”方伶播口号，完美服努，拓展市

場，創造数益，披殺社会。……我公司全体員工将以海一祥的情

杯，攻迎各界朋友搭乗大連新干銭，呼明晩向旅瀞新境界。

(http://www.6531.com/gsgk.asp 2006.1.5) 

大連新幹線旅行社は「新しい理念、新しい創造、新しい境地」

を企業精神とし、「大連新幹線、旅の直通列車」をキャッチフレ

ーズに、サービスを完壁にし、市場開拓を行い、効果と利益を

あげ、社会に貢献します0 ・…一当社全社員は海のような広い気
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持ちをもって、各界の方々が大連新幹線に乗り、旅の新境地へ

と突き進むことを歓迎いたします。

＠番組・コーナー名

(14）娯示新干銭（中国人民「播屯台の番組名）

新音示、新影視、新吋尚、新体聡，共同打造娯示新生活。

及吋披道最新、最快的音示、影視、文化等方面的資i孔介招蓋

人物、新創作、新友行、新出版、新放映的所余喜愛的文玄作品，

方所余提供友表t;木見解的平台，与明余展子干互功。

(http://www.cnradio.com/china/wenyi/t20040723_504044706. 

html 2006.1.30) 

エンターテイメント新幹線

新しい音楽・新しい映画・新しい流行そして新しい体験、とも

にエンターテイメントの新生活をっくりだそう。・…ータイムリ

ーに最新かつ最速の音楽・映画・文化などの方面の情報を報道

し、新しく話題になった人物・新たな創作・新しく発行・出版・

放映されたリスナーの好きな文芸作品を紹介、リスナーのため

に芸術に対する意見を発表する場を提供し、リスナーとインタ

ラクテイブに交流する。

(15）《十月》“小説新干銭円桂目定位子年経作者有旺盛創造力的中短

篇小説新作， 7年来，共推出了 36位青年作家，刊友的作品己蔚

方大規。（《北京晩披》 2005.10.24)

『十月』の「小説新幹線」コーナーは若い作家の創造力旺盛な短

編中編小説の新作発表の場と位置づけられ、この7年、総勢36

名の若手作家を送り出し、発刊した作品は既に相当な量にのぼ

る。
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＠ホームページ名

(16）医学新干銭

医学新干銭深度捻掘互朕阿医学資源，牧集 3500多小豆生医弱寺

~岡姑和功能性同姑，径F格i平伶，精逃出 2500 多ノト国内外イ尤秀

姑点，按各部汀各寺~需要分笑，没ネ十成工作、学耳界面，是本

行~人員或健康、疾病容i旬者学耳、快速査i旬的実用系統平台。

(http://www.yxxgx.com/ 2006.1.10) 

医学新幹線

医学新幹線はインターネット上の医学データを深く掘り起こし、

3500余りもの医薬専門サイトや機能性のあるサイトを集め、厳

しい評価を経て、 2500余りの国内外の優れたサイトを厳選しま

した。各部門各専門に応じて分類し、仕事・学習の場になるよ

う設計されており、医療に従事する方あるいは健康や疾病につ

いて調べたい方が学び、高速検索できる実用的なシステムのプ

ラットホームです。

＠システム名

(17）能遊行移功突吋視頻宣播，兼容3G通汎伏勢的新一代全球移

功豆星通信系統一－ BGAN海事E星新干銭今天在京正式井通。

（《人民日披》 2005.12.22)

移動リアルタイムテレピ放送が可能で、有利な 3G通信と互換性

のある新世代の全世界移動衛星通信システムー－BGAN海事衛

星新幹線が本日北京で正式に開通する。

＠商品名

(18）陥光新干銭〔団地〕（《京竿吋披》 2005.6.2) (19）《新干銭》〔漫

画雑誌〕（《江南吋披》 2005ユ4)

＠は残念ながら説明文をみつけることができなかったが、＠～＠で新
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幹線のイメージの影響を受けていると思われる部分を下線で強調した。

それをみると、やはり「速い」というイメージから“新干銭円という言

葉が用いられている。また、（13) (14) (17）の「速い→新しい」・（15)

の「速い→新しい→若い」のように意味が広がりをみせていることもわ

かる。

列車は「駅と駅、出発地から目的地までを結ぶj ものである。そこか

ら「送り手と受け手を結ぶ」ものというイメージがうかび、さらに“新

干銭円の高速というイメージが加わって、＠～＠のように「高速で二者

を結ぶものJ 全般を指すようになったのだろう。

このように“新干銭円が様々な場で使用されているのは、“新干銭円

のもつ「速い」というイメージが現代社会の求めているものと適応して

いるからだと考えられる。現に“高速度”（ハイスピード）・“快道”（速

達便）など速さに関連する新語が近年いくつもうまれている通り、現代

ではなにごとにもスピードが追求されている。

また、“新”という語も使用範囲の広さに貢献しているO “族円（共同

の行動特徴・趣味をもった人達）から“通勤族”・“暴走族”がうまれた

ように一語から大量の語が誕生しているのが改革開放後の新語のー特徴

だが、“新”も非常に造語力のある語である。《新河清大河典》 23 をヲ！い

てみると、“新登場開（新登場）・“新品”（新製品）など“新～”という見

出し語は 38語にものぼる。《現代決i吾河典》の 2002年版24 と 2005年版25

を比較してみても前者が63語、後者は 70語と“新～”という言葉は確実

に増えている。時が移り変わるごとに新しいものがうまれ、それを過去

のものと区別し表現する必要がうまれてくるのは世の常である。その際

“新”という言葉は非常に便利で、世相を表す語をつくるのに欠かせない

ものとなり、使用される場も多くなるのではないだろうか。

さらに“干”という字に注目してみよう。日本語の「幹」には「物事

の主要部分26」という意味がある。これと同様に、中国語の“干”にも

“事物的主体或重要部分27" （事物の主体・重要な部分）という意味がある。

つまり「主要なものj という日本語の「幹」のもつプラスイメージが中
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国語にも通ずるわけだが、このことも“新干銭円が広く用いられる一因

と考えられる。

各用例から既に明らかかと思うが、文法の面からみると、“一新干銭円

という前に修飾語をとる構造で用いられることが圧倒的に多い。さきに

用いた《人民日披》・《人民日披披系》・《文江披》の記事から比聡的語義

で用いられているものを確認した結果、 57件28 の記事のうち 48件、つま

り 8割以上が“一新干銭円の構造であった。その他の構造とは、“新干銭

一円という後ろに被修飾語を伴う場合や“新干銭円単独で用いられる場

合であるが、雑誌名・コーナー名、とくに企業名・学校名に用いられる

傾向が強い。

4-4. 日本語・類義語との比較

4-3 の例文（11）～（19）の中の“新干銭円を日本語で表すならば、何

であろうか。ニューウェーブ・最前線と様々な訳語が思いつくが、外来

語でありかっ鉄道である点を考慮し、一語で表すなら、「エクスプレス

（エキスプレス） J が適当であろう。実際、 4-1 の例文（3）の“新干銭円

は日本語を翻訳したものであるが、原語はスーパーエクスプレスである。

「エクスプレス」は、辞書29 によれば、

「急行の、高速の」の意から、急行使、急行（列車、パスなど）のこ

と。運送会社。エクスプレスウェー（expressway）は高速道路。

という意味である。「高速の」という意味から「急行使、急行」という

意味が派生している点をみると、派生の流れは中国語の“新干銭円とは

逆だが、（20）のように「高速の」サービスなどに用いられている。また

(21) のように“新干銭円同様「新しい」という意味もある。

(144) 

(20）ビジネスエクスプレス〔ホームページ、がYahool JAPAN に登

録可能か否かを迅達にチェックするサービス名〕（www.yahoo. 
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co.jp/r/bx 2006.1.28) 

(21) トリノエクスプレス〔トリノオリンピックの最新結果を掲載す

る特別紙面〕（『朝日新聞』朝刊 2006ユ10)

この「エクスプレスJ を中国語で言い換えるならば、“快卒”であるが30、

“快卒”にも“新干銭円と同様比験的用法がある。例えば、《人民日披》

の記事の見出しに“資汎快卒”（情報エクスプレス）・“吋尚快卒”（流行

エクスプレス）があるが、「速報」の意味で用いられている。

“新干銭円と“快卒”にはどのような差異があるのだろうか。“新干

銭円は具体的な高速鉄道名であり、“快卒”という「急行列車」より「速

い」イメージがわきやすい。「速報」、「事が起きてからはやくすみやかに

報された情報」から「新しい情報」という意味が連想されるように「速

い」と「新しいJ は常に隣合せのものである。したがって、“新干銭円と

“快卒”の二語とも「新しい」という意味を備えていると考えられるが、

“新干銭円には“新m という字が含まれているため、その字面から「新し

い」という意味が明確になっている。

比聡はもとの意味があってこそ成立するものなので、当然だが、 4-1

でも触れたように“新干銭円の比聡的語義は、とりようにより「新しい

幹線」の意味にもとれる。先にあげた用例も「速い」と「新しい」の意

味を兼ね備えている通り、高速列車「新幹線」からうまれた比聡的語義

をもちながら、「新しい幹線」という意味もある。したがって、“新干銭円

が比聡的に用いられる場合は、「新しい幹線」－「新幹線」－「比聡的語義J

の 3つが重なり合った掛詞のようになっているのである。

“触屯”〔もとは“屯流”（電流）に触れることから「感電する J ことを

指したが、“屯影”（映画）・“屯視”（テレビ）の“屯”に触れるという解

釈から「映画・テレビ関係の仕事に携わったことのない人がそのような

仕事を始める」という意味がうまれた。31〕のように漢字の意味のとり方

を利用した言葉遊びの用法は、中国語において少なくない。この言葉遊

びの用法をもち、一語で最大3つの意味を示せる利便性こそが、“快卒”
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があるにもかかわらず“新干銭”が使用される所以であろう。

5. おわりに

以上、日中同形語の観点から新語における比聡的用法の実態を探るべ

く、“新干銭円の比験的語義について検討した。“新干銭円の意味は社会

の節目ごとに見事に変化しており、比験的語義は 1994年あたりからみ

られるようになったということが確認できた。また、新幹線の話題性・

プラスイメージが比聡的語義派生につながったということ、さらには

“新”・＂干”という漢字のプラスイメージの影響も受け、サービス名から

学校名まで使用される場が多岐にわたり、語義も「速い」－「新しいJ. 「若

いJ と広がりをみせているということも明らかになった。

新語誕生の意義は、心理的視点からいえば、「現代的な新鮮な感じを

与える」－「微妙なニュアンスの違いを表現できる J の二つに集約される。

“新干銭円は外来語であり、乗り物名でありながら速報・高速サービスな

どを表す点で新鮮である。また、“快卒”との差異のようにニュアンスの

違いを表すことができる。“新干銭円の比聡的用法はまさに新語誕生の

意義と合致しており、“新干銭円は新語を語るのに格好の語といえるだろ

つ。

鉄道は我々の生活において、「速いJ ことの利便性を最も身近に感じ

させてくれるものだが、これも“新干銭円の比聡的語義誕生のー要因と

思われる。また、エクスプレス・“新干銭円と日本でも中国でも鉄道の意

をもっ語が高速の事物を指すのは、両国がともに鉄道を重視した国家で

あるからだろう。事実、中国において鉄道は主力の交通手段であり、そ

の年間旅客輸送量・年間貨物輸送量は世界一多い 32。そのぶん鉄道に対

する関心も強く、「新幹線」に対する興味につながっているのではないだ

ろうか。

本稿では、日本語と異なる比聡的語義のうまれた語として“新干銭円

一語を扱うことしかできなかったが、“蒸友”〔蒸発する。近年、失綜の

意味がうまれた。〕など日本語と同様の比聡的語義がうまれた語でも用法

(146) -123-



上差異のあるものが少なくない。今後はそういった語も調査し、新語を

通して現代中国語に対し総合的でより深い考察を行っていきたい。
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